
 

 

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表 

 

（省令で定める基準単位数を満たす単位分科目のみ抜粋） 

 

 

 

学校名：学校法人三幸学園 札幌ビューティーアート専門学校 

 

 

学科名：トータルビューティー科 

 

 

 
 

 

  

授業科目名 単位数 

皮膚学Ⅰ 2 

香粧品学Ⅰ １ 

エステティック概論・衛生学・関係法規Ⅰ １ 

ベーシックエステⅠ 2 

エステティックカウンセリングⅠ １ 

合計 ７ 

 



トータルビューティー科‐1 年‐皮膚学Ⅰ 

 

シラバス 

科目の基礎情報① 

授業形態 講義 科目名 皮膚学Ⅰ 

必修選択 選択 （学則表記） 皮膚学Ⅰ 

開講 単位数 時間数 

年次 1 年 学科 トータルビューティー科 2 30 

使用教材 新エステティック学 理論編Ⅰ 出版社 日本エステティック協会 

科目の基礎情報② 

授業のねらい 

皮膚の働きのしくみを理解し、美しく健康に保つためのスキンケアの方法を学ぶ 

・皮膚の基礎知識・美容上大切な皮膚の６つの働き 

・皮膚の生理作用・肌の美しさを損ねる要因 

到達目標 肌を美しく健康に保つためのスキンケアの方法をクライアントに提案することができる 

評価基準 筆記試験 60％・小テスト 20％・授業態度、提出物など 20％ 

認定条件 
・出席が総時間数の３分の２以上ある者 

・成績評価が２以上の者 

関連資格 

認定エステティシャン・上級認定エステティシャン 

認定フェイシャルエステティシャン 

認定ボディエステティシャン 

関連科目 生理学Ⅰ・ベーシックエステⅠ 

備考 原則、この科目は対面授業形式にて実施する。 

担当教員 石山広美 実務経験 ○ 

実務内容 看護師として、循環器内科、脳神経外科、救急外来等勤務 

習熟状況等により授業の展開が変わることがあります 

各回の展開 

回数 単元 内容 

1 
皮膚学Ⅰオリエンテーション 

皮膚の基礎知識 ① 

担当教員自己紹介・前期授業の方向付け、履修目標について解説 

１．生体における皮膚の役割 ２、皮膚の構造と働き（１）～（２） 

2 皮膚の基礎知識 ② ２、皮膚の構造と働き（２）（３） 肌理について 

3 皮膚の基礎知識 ③ ２、皮膚の構造と働き（４） 

4 皮膚の基礎知識 ④ ２、皮膚の構造と働き（５）皮脂腺・立毛筋 

5 皮膚の基礎知識 ⑤ ２、皮膚の構造と働き（５）立毛筋（６）（７） 



トータルビューティー科‐1 年‐皮膚学Ⅰ 

 

6 
皮膚の基礎知識 まとめ 

筆記テスト 
成績評価①皮膚の基礎知識（断面図・名称）グループ 成績評価②筆記テスト 

7 美容上大切な６つの働き ① 
１、皮脂膜 

２、角質バリア 

8 美容上大切な 6 つの働き ② 
３、表皮ターンオーバー 

４、メラノサイトの働き 

9 美容上大切な 6 つの働き ③ 
５、毛細血管の働き ６、繊維芽細胞 ７、皮膚の働きのバランス テスト返却 

成績評価③美容上大切な６つの働き まとめ（ワーク） 

10 皮膚の生理作用 ① 皮膚の生理作用（１）～（６）保護・体温調節・分泌・吸収 

11 皮膚の生理作用 ② 皮膚の生理作用（７）～（９）ビタミン D 合成・貯蔵・知覚／テスト対策 

12 
筆記テスト 

肌の美しさを損ねる要因 ① 

成績評価④ 筆記テスト 

美容上大切な６つの働き １、紫外線 

 

13 肌の美しさを損ねる要因 ② 
２、寒気 

３、乾燥 ４、加齢  

14 肌の美しさを損ねる要因 ③ 

５、女性のリズム ６、精神的ストレス ７.胃の不調 

８、生活習慣 

小テスト 

 

15 総合授業 
総合復習 まとめグループ 

前期総復習（個人） 

 



トータルビューティー科‐1 年‐香粧品学Ⅰ 

 

シラバス 

科目の基礎情報① 

授業形態 講義 科目名 香粧品学Ⅰ 

必修選択 選択 （学則表記） 香粧品学Ⅰ 

開講 単位数 時間数 

年次 1 年 学科 トータルビューティー科 1 15 

使用教材 新エステティック学 理論編Ⅱ 出版社 日本エステティック協会 

科目の基礎情報② 

授業のねらい 
化粧品の法律上の扱いや分類、取り扱い上の留意点、化粧品の目的と機能、使用される主な原料を学ぶ。 

・化粧品概論・ネイル、メイク、ヘアケア化粧品・フレグランス・化粧品の原料 

到達目標 化粧品の基礎知識を理解し、安全に使用することができる。 

評価基準 筆記試験①②60％・小テスト 20％・授業態度、提出物など 20％  

認定条件 
・出席が総時間数の３分の２以上ある者 

・成績評価が２以上の者 

関連資格 

認定エステティシャン・上級認定エステティシャン 

認定フェイシャルエステティシャン 

認定ボディエステティシャン 

関連科目 ベーシックエステⅠ・ベーシックメイクⅠ・ベーシックネイルⅠ 

備考 原則、この科目は対面授業形式にて実施する。 

担当教員 樫田早苗 実務経験 ○ 

実務内容 エステティックサロンにて、エステティシャン・管理職として勤務 

習熟状況等により授業の展開が変わることがあります 

各回の展開 

回数 単元 内容 

1 
香粧品学Ⅰ 

オリエンテーション 
オリエンテーション 

2 化粧品概論 １ １．化粧品・医薬部外品と薬機法 

3 化粧品概論 ２ ２．化粧品の分類 

4 化粧品概論 ３ ３．化粧品の品質と品質保証 

5 化粧品概論 ４ ４．化粧品の取り扱い上の留意点 



トータルビューティー科‐1 年‐香粧品学Ⅰ 

 

6 化粧品概論 ５ まとめ  

7 筆記試験 化粧品概論 成績評価① 

8 メイクアップ化粧品 １ 
1．メイクアップ化粧品の目的と働き 

２．ベースメイクアップ料 3．ポイントメイクアップ料 

9 メイクアップ化粧品 ２ 着色料について 

10 ネイル化粧品 
１．ネイル化粧品の目的と働き ２．ネイルポリッシュ 

３．ポリッシュリムーバー 

11 ヘアケア化粧品 

１．ヘアケア化粧品の目的と働き ２．洗髪料 ３．育毛料 

４．ヘアスタイリング料 ５．トリートメント長 ６．パーマネントウェーブ料 

７．染毛料、ヘアブリーチ 

12 フレグランス 

１．フレグランスの目的と働き ２．女性用香水 

香水以外のフレグランス商品 

 

13 まとめ メイクアップ化粧品・ネイル化粧品・ヘアケア化粧品・フレグランス総合まとめ 

14 筆記試験 メイク・ネイル・ヘアケア化粧品・フレグランス 成績評価② 

15 総合授業 総まとめを行う 

 



トータルビューティー科‐1 年‐エステティック概論・衛生学・関係法規Ⅰ 

 

シラバス 

科目の基礎情報① 

授業形態 講義 科目名 エステティック概論・衛生学・関係法規Ⅰ 

必修選択 選択 （学則表記） エステティック概論・衛生学・関係法規Ⅰ 

開講 単位数 時間数 

年次 1 年 学科 トータルビューティー科 1 15 

使用教材 新エステティック学 理論編Ⅲ 出版社 日本エステティック協会 

科目の基礎情報② 

授業のねらい 
エステティックの全体像を正しく理解し、本質を知る。 

法の基礎知識を学び、エステティックに関わる法律、自主基準と衛生管理・感染症について理解する。 

到達目標 エステティックに関わる法律を理解し、安全に施術を行うことができる。 

評価基準 筆記試験①②60％・小テスト 20％・授業態度、提出物など 20％  

認定条件 
・出席が総時間数の３分の２以上ある者 

・成績評価が２以上の者 

関連資格 

認定エステティシャン・上級認定エステティシャン 

認定フェイシャルエステティシャン 

認定ボディエステティシャン 

関連科目  

備考 原則、この科目は対面授業形式にて実施する。 

担当教員 樫田早苗 実務経験 ○ 

実務内容 エステティックサロンにて、エステティシャン・管理職として勤務 

習熟状況等により授業の展開が変わることがあります 

各回の展開 

回数 単元 内容 

1 
オリエンテーション 

エステティックの概念 

オリエンテーション 

１．エステティックとは何か 

２．内面美容としてのエステティック 

2 エステティックの本質と領域 １ １．エステティックの語源と歴史 

3 エステティックの本質と領域 ２ ２．エステティックの領域  

4 ソワンエステティック １ １．ソワンエステティックの語源 ２．目的と期待される効果 

5 ソワンエステティック ２ ３．スキンタッチの重要性 ４．五感美容 



トータルビューティー科‐1 年‐エステティック概論・衛生学・関係法規Ⅰ 

 

6 

美と健康 

エステティシャンとししての心構

え 

１．健康美は心身のバランスから ２．ウェルネス 

３．アンチエイジング 

１．エステティシャンの資質 ２．ホスピタリーマインドの意義 

7 

日本のエステティック 

世界のエステティック 

 

１,日本のエステティック 

２,世界のエステティック 

8 筆記試験 エステティックの概念～エステティシャンの心構え 成績評価① 

9 公衆衛生 
１．公衆衛生とは ２．世界における公衆衛生の歴史 

３．日本における公衆衛生の歴史 

10 衛生管理 １ １．衛生管理全般 ２．消毒方法の種類とその基本的な使用法 

11 衛生管理 ２ ３．消毒の準備・用具 ４．施術に関わるものの消毒方法 

12 感染症 １ １．感染のメカニズム  

13 感染症 ２ ２．エステティックに関連する感染症 

14 筆記試験 前期総合 成績評価② 

15 総合授業 総まとめを行う  

 



トータルビューティー科‐1 年‐ベーシックエステⅠ 

 

シラバス 

科目の基礎情報① 

授業形態 演習 科目名 ベーシックエステⅠ 

必修選択 選択 （学則表記） ベーシックエステⅠ 

開講 単位数 時間数 

年次 1 年 学科 トータルビューティー科 2 60 

使用教材 
新エステティック学 技術編Ⅰ・理論編Ⅲ 

クリエーヌ化粧品セット・タオル類・消耗品類 
出版社 

日本エステティック協会 

科目の基礎情報② 

授業のねらい 
身体や皮膚の生理機能に基づいたフェイシャル・ボディトリートメントを学び、エステティックの流れ、 

基本の手技を覚え一つ一つの手技の意味を理解する。 

到達目標 ホスピタリティーの実践、基礎的なフェイシャル・ボディの技術を提供できるようになる。 

評価基準 実技試験 60％(成績評価全２回実施)小テスト 20％、授業態度・提出物 20％ 

認定条件 
・出席が総時間数の３分の２以上ある者 

・成績評価が２以上の者 

関連資格 

認定エステティシャン・上級認定エステティシャン 

認定フェイシャルエステティシャン 

認定ボディエステティシャン 

関連科目 皮膚学Ⅰ・生理学Ⅰ 

備考 原則、この科目は対面授業形式にて実施する。 

担当教員 澤田香奈他 実務経験 ○ 

実務内容 エステティックサロン勤務経験あり 

習熟状況等により授業の展開が変わることがあります 

各回の展開 

回数 単元 内容 

1 
ベーシックⅠオリエンテーション 

ボディエステティックとは 

自己紹介・前期授業の方向付け、履修目標について解説 

１．ボディエステティックの目的と効果２．ボディエステティックの流れ３．ルールについて・

ベッドセッティング 

 

2 
接客マナー 

 

笑顔・あいさつ身だしなみ・言葉づかい・基本動作・ベッド誘導 

ボディトリートメント/手の使用部位・流れ（下肢後面デモ・練習)・下肢後面相モデル練習 

3 ボディマッサージ 下肢後面① 手技練習・拭取り練習 

4 ボディマッサージ 下肢後面② 下肢後面通し練習 



トータルビューティー科‐1 年‐ベーシックエステⅠ 

 

5 ボディマッサージ 下肢後面③ 下肢後面通し練習 

6 ボディ実技試験  成績評価① 

7 
フェイシャルエステティックとは 

接客マナー 

フェイシャルエステティックの目的と効果・フェイシャルエステティックの流れ 

事前準備・基本動作・ベッド誘導 

8 

フェイシャル クレンジング 

① 

 

クレンジング導入・デモ 

9 

フェイシャル クレンジング 

② 

 

クレンジング練習 

10 フェイシャルマッサージ ① マッサージ導入・デモ  

11 フェイシャルマッサージ ② マッサージ導入・デモ 

12 フェイシャルマッサージ ③ マッサージ総合 

13 フェイシャルマッサージ ④ マッサージ総合  

14 フェイシャル実技試験 成績評価② 

15 総合技術 
総まとめを行う 

 

 



トータルビューティー科‐1 年‐エステティックカウンセリングⅠ 

 

シラバス 

科目の基礎情報① 

授業形態 講義 科目名 エステティックカウンセリングⅠ 

必修選択 選択 （学則表記） エステティックカウンセリングⅠ 

開講 単位数 時間数 

年次 1 年 学科 トータルビューティー科 1 15 

使用教材 

新エステティック学 理論編Ⅰ・エステティシャンのための 

エステティックカウンセリング 

 

出版社 

日本エステティック協会 

日本エステティック業協会 

科目の基礎情報② 

授業のねらい 一人ひとりの心や体の悩みの相談に応じて人間的な理解を深めて、悩みを解決へと導く心理学に基づく療法を理解する。 

到達目標 エステティックに関わる法律を理解し、安全に施術を行うことができる。 

評価基準 筆記試験①②60％・小テスト 20％・授業態度、提出物など 20％  

認定条件 
・出席が総時間数の３分の２以上ある者 

・成績評価が２以上の者 

関連資格 

認定エステティシャン・上級認定エステティシャン 

認定フェイシャルエステティシャン 

認定ボディエステティシャン 

関連科目 エステティックカウセリングⅠ・プロフェイシャルⅠ・プロボディⅠ 

備考 原則、この科目は対面授業形式にて実施する。 

担当教員 樫田早苗 実務経験 ○ 

実務内容 エステティックサロンにて、エステティシャン・管理職として勤務 

習熟状況等により授業の展開が変わることがあります 

各回の展開 

回数 単元 内容 

1 
エステティックカウンセリングⅠ 

オリエンテーション 
オリエンテーション 

2 カウンセラーの役割 

１．カウンセリングとコンサルティング ２．「ソワンエステティック」の担い手として 

３．悩みを解決へと導く心理学療法 ４．ストレスにより「ホメオスタシス」も低下 

５．エステティックサロンに求められているもの 

3 心のメカニズムと顧客心理 
１．「意識」「情動」「欲求」 ２．「顧客心理」四つのポイント 

３．聞き上手になろう ４．話し上手になろう 

4 カウンセリングの流れ １ １．受付での対応 ２．ビフォーカウンセリング 
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5 カウンセリングの流れ ２ 
３．施術中のカウンセリング ４．アフターカウンセリング 

１～4 小テスト 

6 筆記試験 カウンセラーの役割・心のメカニズムと顧客心理 成績評価① 

7 カウンセリングの実際 １ 
１、サロン内の環境 ２、コンサルテーションシート 

フェイシャル・ボディ メニュー・技術選択の考え方 

8 カウンセリングの実際 ２ 
３、肌性及びトラブルに対する判断 ４、体型と体質の判断 

５、カウンセリング機器 

9 カウンセリングの実際 ３ 
ボディケース１ 

（循環器系 生理学Ⅱが終了している） 

10 カウンセリングの実際 ４ 
ボディケース２ 

（肥満・中高年の栄養 栄養学Ⅱで終了している） 

11 カウンセリングの実際 ５ 
フェイシャルケース１ 

（さまざまな肌状態 皮膚学Ⅱがすべて終了している） 

12 カウンセリングの実際 ６ 
フェイシャルケース２ 

（さまざまな肌状態 皮膚学Ⅱがすべて終了している） 

13 カウンセリングの実際 ７ 肌分析・体分析 ケース①  

14 筆記試験 成績評価② 肌分析ケース② 

15 総合授業 総まとめを行う 

 


